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要 旨
本稿は、蝋染による平面表現の制作工程が、絵画と比較してどのような特徴があるのかということ
に加え、蝋で描き防染を行う工程を経ることには防染以外の役割も含まれているのではないかという
可能性について明らかにするものである。染色工芸による表現を言い表す際に用いられる「制約」と
いう言葉をキーワードに、染色家たちの素材や技法に対する意識を読み解き、さらに、絵画における
マスキングと蝋防染とを比較することで見えてくる蝋の素材としての特徴や防染するという行為が制
作者にもたらす意識についても言及する。
1．はじめに
布に模様を描くためには、多くの場合防染技法
が用いられる。その際必要となってくる蝋や糊と
いった防染剤は、染色表現と密接に関わっている
のである。
しかし、その染色作品が絵画のようにパネルに
貼られたものであった場合、多くの観者はそれを、
染色技法を用いて描かれたものとしては捉えない
であろう。絵画の手法とは全く異なる方法によっ
て制作されながらも、平面表現としては絵画と同
じような手法を経てきたかのように存在するので
ある。それはその作品が辿ってきた工程が最終的
な姿からは想像し難いものだからであると考える。
そこで、蝋染作品がどのような工程を経てきた
かを知ると、なぜ絵具で描かないのか、わざわざ
染料や防染剤を用いて回りくどい手法を取るのか
と疑問に思われることがある。防染の工程を経る
ことにはどのような意味があるのか、染色工芸に
携わる者にとっては今更言うに及ばないことであ
るかもしれない。しかしながら、染色工芸の立ち
位置を確認すると同時に、改めて防染技法を通し
た表現であることの意味を紐解きたいと論考する
ものである。
2．「制約」，「制限」という言葉の示すもの
染色工芸による表現を語る際、様々な染色家が
「制約」や「制限」という言葉を用いている。技
法や素材の制約とうまく付き合いながら制作を行
なっているという意識がそのような言葉を選ばせ
るのだと思われ、筆者自身の実感とも重なる部分
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が多分にある。ここで改めて、蝋染の作家たちを
中心に、その作品と文献で語られた言葉を取り上
げ、「制約」や「制限」という言葉が意味するも
のや、染色と関わる者の間に共通する意識がどの
ようなところにあるのかを読み解いていく。
はじめに取り上げるのは三浦景生（1916～2015
年）。三浦は蝋染作家の小合友之助（1898～1966
年）に師事し、後に京都市立芸術大学にて教鞭を
執っている。布象嵌の技法を用いた斬新な表現や、
リキテックスの使用など、独自の模様と色彩の追
求が特徴的な作家である。
「染色というのは絵画と比較して、技術的に制限
が多いですね。制限のなかで仕事をやろうという
のは、言葉数を少なくして内容のあることをいい
たいというのと共通したようなところがあるよう
に思いますね。」1
三浦の言葉の中には、まず絵画と比較する様子
が見られる。染色の技法を用いて描くことは、技
法は全く異なるとはいえ、やはり描くことなので
ある。絵具で画面に描いていくプロセスと比較す
ることは、染色工芸の立場を再認識させられるこ
とでもある。絵具で描くことの自由さがあるから
こそ、蝋で染まらない部分を描く間接的な工程が
制限と感じる部分となる。しかし、その制限があ
るからこそやりすぎることなく、必然的に内容を
ふるいにかけるような意識が生まれてくる。描き
込むことによる表現とは異なる染色ならではの画
面作りに、構図や配色、形へのこだわりが重要と
なってくることが読み取れる。
次に取り上げるのは井隼慶人（1941年～）。
「工芸には表現するための素材が要求する制約が
あり、制作工程を効果的に能率よく行うため創作
者達は美を創造する図の中で何が必要で何を強調
すれば制約を表現に生かすかをキーポイントにし
てきました。不必要なものを切り捨てることによ
り表現する内容が純化されるのです。」2
井隼は三浦と同じく京都市立芸術大学工芸科教
授を歴任し、現在も勢力的に創作活動を行なって
いる作家である。先に挙げた言葉は、素材のもた
らす制約が内容を研ぎ澄ます工夫へと繋がるとい
う点で三浦の言葉とも共通している。また、井隼
はこのようにも語っている。
「作品を作り始めた頃は、間接的に図を表さねば
ならない不自由さが足枷となり、構図や視点の置
き所に制約の意味の解決を求めた作品例がありま
すが、作品に固さがあります。近年は、前にも述
べたように、逆に制約があることが心やすく、そ
図1 三浦景生〈牡丹之図〉1979年 図2 井隼慶人〈沼の春〉2005年
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れにゆだねられる自由を強く感じます。」3
絵具が、画面に付着した物質的存在感の伴った
色であるのに対し、染色は繊維に染み込むため、
どの色面もフラットな布という均等な物質となる。
そのため、構図や視点の置き場など画面づくりの
工夫が充実した画面を構築するために重要となっ
てくる。しかし、井隼は近年、制約にゆだねられ
る自由を感じるという。制約の範囲で可能なこと
や、制約を生む要因であるものの特徴を理解しそ
こにゆだねることは、全てにおいて自由である表
現よりも、考えようによっては付き合いやすい表
現方法であるとも言えるのである。染色表現にお
ける「制約」と「自由」とは、対極にあるようで
表裏一体なのである。しかしそれは、制作経験を
積み重ねた先にあることだと言えよう。
次に取り上げるのは福本繁樹（1946年～）。
「油絵は、やったとおりの色や形を定着してくれ
るんですよ。下の色を隠してくれるし、形もその
まま上がる、絵具は勝手に動かないしね。「する」
には都合がいい。染めはそういうわけにはいきま
せん。染料はにじむし、下の色と混色するし、固
着できない染料は水洗でおちてしまう。だから経
験で読みを働かせて作業するんです。100％は読
めないけれど、かなりの割合で読めるようになる。
でも、読めないところに思いがけない発見がある。
天才的な作家であっても思いつきもできないし、
やろうと思ってもできないような効果がうまれる。
だから凡才でも天才に勝てるかもしれない、そう
思ってやってます。」4
福本は大学時代に西洋画を学んでいた。その経
験があるからこそ、染料の素材としての特徴をよ
り客観的に捉えている。絵具は自身の思い描く通
りの再現がしやすい素材である。染料はそうはい
かないが、経験による読みがある程度の「する」
を可能にする。それは井隼の言葉からも感じ取る
ことができる部分である。それでも読めない未知
が表現を思わぬところへ連れていき、染色家はそ
の可能性を孕んだ部分にやりがいを感じ、さらに
は自身の新たな技法を追求するのである。先に挙
げた福本の言葉と同様のことを佐野猛夫（1913～
95年）も述べていることが、多くの染色家に共通
する意識であることの一つの証明と言えよう。そ
の言葉をみてみる。
「元来工芸の素材は発想から完結まで多くの材質
的制約をよぎなくされる。この処理の良否が縁、
不縁につながり、不可避な結末が作者の悲喜をふ
りわけることもしばしばである。工芸のきびしさ
と羈絆性もここにあって、それだけに楽しみな対
決でもあるように思える。」5
佐野の言葉は、制約と工芸全体との関わりにつ
いても示している。佐野は蝋の効果を活かした仕
事を晩年まで行なっており、まさに工芸ならでは
の素材によるきびしさと羈絆性とうまく付き合い
ながら、作品へと展開していった作家だと言える。
これらの作家たちの言葉からは、素材や技法を
自分のものとし、表現として生かすことにおいて、
その困難さを十分理解した上で作品を生み出して
いく意志が確認できる。染色工芸による表現は形
と技術との整合性を考えざるを得ない表現方法で
あり、工程を考えるときそこには材料の主張が認
められる。そして、技術とのせめぎ合いの中で材
図3 福本繁樹〈Double Refraction’90j‐1〉1990年
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図4 佐野猛夫〈潮の譜〉1976年
料と技術の調和が生まれるのである。
3．蝋による防染の役割
蝋を防染剤として用いる場合、熱して溶かした
蝋を筆に含ませ布に置いていく。染色すると蝋が
染料の浸透を食い止め、形を描くことができると
いう仕組みである。この行程を絵画に置き換える
と、マスキングとかなり近い行為であると言える
ため、防染＝マスキングであると思われるであろ
う。そのため、なぜ蝋を用いて布に絵画的な表現
をするのかと疑問に思われることもある。
水彩画を描く際、光の表現などのため紙の白を
残す場合に用いられる「マスキングインク」とい
う画材が存在する。組成はゴム・ラテックスで、
乾燥し消しゴム等で擦ると紙から剥がし取ること
ができる。確かにこのような画材を用いることで、
染色の蝋防染と近いことを紙において再現するこ
とは可能である。しかし、染色工芸において、防
染することはマスキングの役割を果たしているこ
とはもちろん、他にも意味があるのではないかと
考える。
そこで、実際に蝋によって防染したものとマス
キングインクによるマスキングを比較してみるこ
とにした。図5は布に蝋を置いた上から染料をか
けたもの、図6は紙にマスキングインクを塗り、
乾燥後に水彩絵具を塗ったものである。どちらも
液体をはじき、伏せた部分に色が入るのを食い止
める様子が類似している。図7はマスキングイン
クを剥がしたものである。マスキングインクを
塗った筆跡全てを綺麗に絵の具から守り、鮮明な
白を残している。使用する紙はコピー用紙以上の
厚みは必要で、半紙のように薄いものはマスキン
グインクを剥がす際に破れてしまうことが多かっ
た。
また、薄い紙を用いた際、絵の具が紙の裏側か
ら染み込む様子が見られた。これは、染色工芸に
おいて糊を用いた防染を行った際に、刷毛に染料
を含ませすぎたことで起きる「泣き」の状態と近
いものであることから、マスキングインクが紙の
表面のみを覆っていると言える。蝋防染の場合は、
溶けた蝋が繊維の中を通過し、布の裏側まで浸透
するため、裏側から染まってしまうということは
ない。
しかし、蝋の温度が低い場合には、蝋が裏側ま
で浸透せず布の表面に乗った状態となる。また逆
に、温度が高い場合には、浸透した蝋が布に薄く
広がり防染力が弱くなる。このような蝋の温度の
差によって防染の効果にも差が表れて来ることが
蝋防染の一つの特徴であると言える。
温度に加え、蝋の種類によっても防染力には違
いが見られる。それに対し、マスキングインクの
場合は、厚み、種類に関係なく、下の色を残すか
残さないかのどちらかで、その中間にあたる現象
は見られなかった。
蝋にはその素材自体が生み出す効果がある。高
い温度で描くことで、染料が蝋を通過し布に浸透
する「半透し」（図9左）や、蝋を厚く置き手な
どでひび割れを作る「亀裂」（図9右）などがそ
れである。染料と同様、蝋染を行う染色家にとっ
て、蝋の生む偶然性を伴った効果をコントロール
することは一つの技術の見せ所であり、それとど
のように付き合うかが表現にも大きく影響してく
るのである。
日本における蝋防染の歴史を辿ると、現存する
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最も古い資料としては奈良時代に遡る。当時多く
は溶かした蝋をスタンプ式の型につけて押し、防
染するというものであった。（図10）型を用いて
いるとはいえ、繰り返し現れる形の中には、蝋の
付き方や押し方によって滲みやかすれの変化が生
まれている。つまり、均一でない表情は、蝋の素
材としての特徴の表れであるとも言える。奈良時
代以降、蝋染めは一旦途絶える。明治になり、京
都高等工芸専門学校の教授鶴巻鶴一によって溶か
した蝋を筆に含ませ防染する形で復元された後、
蝋染による作家活動が次第に盛んになっていった。
その作家たちが蝋を用いた表現の世界に自身の道
を見つけ、追求していったのである。そこには、
染料の透明感のある色彩の重なりはもちろん、蝋
自体の効果や、蝋で伏せるという行為を通しても、
何か可能性や興味深い部分を感じていた作家も多
いのではないだろうか。
筆者がマスキングインクを使用した際に、蝋で
防染することとの違いを感じたことがある。それ
は、紙の上に「塗る」という感覚である。染色の
世界では、蝋や糊の防染剤を塗る行為のことを「置
く」と表現する。表面に付着させるという意味で
あるならば「塗る」と言っても良いはずであるが、
「置く」という表現は、防染剤を大きな役割を果
たすものとして尊重しているかのような印象であ
り、実感としてもマスキングのそれとは異なる。
東京国立近代美術館主任研究員の今井陽子は、「染
と防染はつねに等価値であって、その一線におい
て作者の意志は、現象との拮抗に全力を注いでい
る。」6と述べる。染色家にとっての防染は、下の
色を残すための技術であり、形を作るための技術
でもあり、表現のための技法でもある。それらの
図9 蝋の効果（左：半透し 右：亀裂）図8 絵の具が紙の裏側から滲む様子
図7 マスキングインクを剥がした様子
図6 マスキングインクによるマスキング
図5 蝋による防染
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役割は、完成されたものからは分からないもので
あるにも関わらず、今井の言葉通り、染めること
と等価値であり、それ以上の可能性も含んだもの
だと言える。
また、マスキングインクを塗ることを通して改
めて感じた蝋を用いることの特徴は、筆に含ませ
た蝋が布に浸透すること、つまり「染みる」こと
と、すぐに冷えて固まることである。筆もたちま
ち冷えるため、描くために再び熱い蝋を含ませる。
布に置いた蝋も置いた瞬間から冷え始め、すぐに
液体から固体へと変化する。熱く液体の時のみ描
くことが可能で、固まった後にはその場にとどま
り後には引けない。布に浸透する時間、蝋が冷え
て固まっていく時間を感じてはそれを繰り返す行
為は、一置き一置きを再確認させられるようであ
り、その中に起きる蝋の変化は、その行為を確定
していくようでもある。
染色家の来野月乙（1924～2005年）は、「第三
者にしてみれば、素材や制作行程の違いぐらいは
大したことではなく、日本画でも染色でも同じ平
面タブローに見えてしまいますよ」7という藤慶
之（京都新聞編集委員）の問いに対して、「いや
違いますね。たとえば、ボクのやってる染色。表
面的には絵画と大して変わりはないかも知れない
けれど、まず工芸的素材が違いますわね。それに、
何よりも、制作する時の“意識”が違いますよ」8
と反論している。
来野は蝋染を行う作家であるが、布や染料以外
に紙や顔料でも制作を行なっている。小合友之助
の作品を見たことが蝋染を始める一つのきっかけ
となったという来野は、京都市立美術工芸学校で
日本画を学んでいる。来野の染色スタイルはまさ
に日本画のようであるが、そこに蝋で防染するこ
とが加わることにより、制作する時の“意識”が
違うと思わされているわけである。そこに感じる
意識の違いとは、前述したような蝋という素材の
特徴に加え、防染するという行為自体が関係して
いるとも言える。
色の入らないところを描くということは、その
形に対して客観的でいなければならないというこ
とである。先に染めない部分を決めておく必要が
あり、描きながら考えるという行為が不可能であ
るために、計画を基に蝋を置いた形や、蝋を置い
て残された形、つまり、染めて形を描く部分を改
めて間接的に意識することとなる。描かない場所
を確認していく行為は、絵画を描くこととは大き
く異なる部分である。
また、『染色の芸術』（1978年）9の著者ジャッ
ク・レノール・ラーセンは防染布について、「乾
いた布と湿った染料の結合は、布の上に装飾をつ
くり上げるのではなく、布の中にそれをつくり出
す。」10と言い表している。この言葉のように、布
の中に浸透していき、その中にまで仕事をすると
図10〈赤地花鳥文﨟纈絁〉東京国立博物館蔵
図11 来野月乙〈左手のためのピアノ協奏曲〉1996年
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いう関わり方は、表面的には絵画と近いようで
あっても制作者の意識の向け方は特有のものであ
ると言える。
4．おわりに
蝋染による平面表現は、一見絵画と同様の制作
方法を辿ってきたものとして見られることがある
が、実際は防染し形を作るため、他の平面表現よ
りも工程が多く必要となる。そのひと手間かかる
部分には、様々な意味や役割、可能性が含まれて
いることが明らかとなった。防染剤である蝋は染
色後に落とすことになるため、「防染の痕跡」は
物理的には消えてしまう。その工程にあるものが、
完成した作品からは直接的に分からないことが面
白さの一つでもあり、魅力であるとも言える。
また、防染や染色という布としてのアプローチ
を経てきたものが、絵具で描かれた絵画と同じよ
うな姿で存在することは、その工程と作品の最終
的な姿とに差異が感じられる部分である。絵画で
もあり、布としての可能性を持ち合わせている染
色の平面表現について、布を絵画のように表装す
ることの可能性としてさらに論考を重ねたいと考
えている。
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